
平成24年度「家庭教育支援者リーダー等養成講座」第5回報告

生涯学習センター

　11月30日（金）に第5回目の講座を行いました。

　5回目の講座では、これまでグループで分かれてつくってきたプログラムのプレゼンを行い、他のグループからの

質問や意見を聞きながら、全体で調整、修正していくワークを行いました。

　講座終了時には“一日プログラム”がカタチとなりました。

 

 

あなたの夢をカタチにしよう　

【講　師】相戸晴子さん（NPO法人子育て市民活動サポートwill代表理事）

　　　　　 木ノ原元美さん（NPO法人子育て市民活動サポートwill事務局長）

　　　　　 向井文子さん（佐賀県まなび課企画担当主査）

 

 

　はじめに講師の相戸さんから『プログラムづくりの意義』につい

て講義を受けました。

　地域でプログラムをつくる時は“このゆびとまれ方式”が大原

則。実行委員やボランティアなど主体的な参加参画が必要。そし

て、子育て当事者を常に真ん中にして考えていく仕組みが大切と

語っていただきました。

　プログラムは“みんなでつくり・練り上げる” もの。 そのプロセス

からはたくさんの出会いと学びがあります。地域にもどってプログ

ラムづくりのコーディネーターをぜひ担ってほしいと呼びかけられ

ました。

　

　次に、各グループから企画のプレゼンを行い、企画の重なりが

ないか、一日プログラムの流れになっているかなどを確認し、他

のグループへ“つっこみ”をいれる時間を設けました。

 これは、みんなでよりよいものをつくり上げるためのもの。

　●言う方も言われる方も『否定』ととらないこと！

　●自分達が困っていることを出しあう！孤立しない ！

という点に気をつけ、グループ間の意見交流を行いました。

 

 

　これまでグループだけで考え、練ってきた企画を、全体で見合うことで多くの改善点を見つけることができました。

　そして何より、グループ間での協力体制や、予算がなければ自分達が講師、指導者としてできることをやってみ

ようなど、企画に向き合う一人ひとりの意識の変化を感じました。

　今回のプログラムづくりを体験し実感されたことを、今後の活動に役立てていただきたいと思います。

 

　～　コーディネーターの存在　～

　多面的なものの見方、考え方のできる人

　一人ひとりの良さを尊重することができる人

　長いスパンで物事の価値を見いだせる人

　一人で仕事を担わずに、人に仕事や役割をまわせる人

　見えにくいけど、必ずいなければならない人

　自分自身がそこで楽しめる人！
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

イベント開催のお知らせ
 

みんなの思いがぎゅぎゅっと詰まった

「集まれ!!親子　むすんで ひらいて 元気に子育て ～笑顔に出会える一日プログラム～」

が完成しました

平成25年2月24日（日）10時00分～　アバンセを会場に4つの企画をお届けします

多くのみなさまのご来場をお待ちしています。

 

 

 

講座の感想・気づきなど

講座アンケートより

 話し合う過程が大変勉強になりました。

各班の企画内容への全体での“つっこみ”はとてもよかったと思います。

班が一つになり話し合いもまとまりました。次に班で会う日程を決めてイベント当日に向かいます！

講師の進行のやり方、アドバイスなど的確な指摘に感謝しています。

いろんな人の思いや意見を持ち寄ることで企画内容がどんどんよくなってきました。

時間が足りないくらいです。イベントに向けてもう一度全体で集まる機会をぜひ作って欲しい。

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2658/_2677.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

